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＜Grit＞

• Gritとは、長期的な目標を達成するための忍耐力と情熱を含んだパーソナリ
ティである。

• アメリカでは，Gritの高い人が，GPAやSATなどの学力成績が高く，

スペルリングコンテストでの優勝などの学習達成と関連することが示されている。

• Gritは，学力向上に影響する「パーソナリティ」の中でも，一番強いとされている。
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GritとGrit尺度

＜Grit 尺度＞
・Short Grit(Grit-S) Scale

Duckworth, A. L., & Quinn, P. D. (2009). Development and validation of the Short Grit   
Scale (Grit-S). Journal of Personality Assessment, 91(2), 166–174. 

・日本語版Short Grit(Grit-S)尺度
西川一二・奥上紫緒里・雨宮俊彦 (2015). 日本語版Short Grit（Grit-S）尺度の作成

パーソナリティ研究, 24, 167-169.



Duckworth & Quinn(2009) 
アメリカの公立学校279名

（うち45% が7th～11th の学生）

平均年齢13.94 歳 (SD=1.59) , 男性59%

Grit と就学



• スペルリングコンテスト（175名）のファイナリストのコンテ
スト得点とGrit尺度、セルフコントロール尺度、IQとの関連
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Duckworth et al. (2007) 
Grit とスペルリングコンテスト



日本語版Short Grit(Grit-S)尺度 （8項目）
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根気 一貫性

Gritの構成概念

Grit（やり抜く力）とは、
長期的な目標を達成するための忍耐力と
情熱を含んだパーソナリティである。

Gritの2因子

≒長期的な
努力への粘り強さ

≒長期的な活動の
一貫性・持続性

長期活動の中での
セルフコントロール

持続可能な目標への
ガッツや根性

＜言い換えると＞

根気

根気

根気

根気

一貫性（逆転項目）

一貫性（逆転項目）

一貫性（逆転項目）

一貫性（逆転項目）

Grit 尺度



• Credé, Tynan, & Harms (2016)

・Gritの2因子の問題

・誠実性と変わらないじゃないか？

→根気因子ような、長期的な情熱は、誠実性に
はないので、これはSpecific Factorだ

・Silvia (2013)も2因子の相関値が.59と

根気と一貫性を合わせて使うほどの高さではない



アメリカの大学生 417名 調査 (Bowman, Hill, Denson, & Bronkema, 2015)
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Gritの2因子と就学

根気 一貫性
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フィリピンの大学生 220名 調査
(Datu et al., 2016).

アメリカの大学生 213名 調査
(Datu et al., 2016).

Gritの2因子と自己に向けられた意識関連の尺度

一貫性

根気

一貫性

根気
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日本の高校生166名 調査
(清水, 2018).

Gritの2因子と就学日本の研究

一貫性根気

根気

一貫性

日本の高校生406名 調査
(田口, 2018).



＜経緯＞

・日本では、 Gritと学業成績との長期的な関連については検討がなされて

いなかった。

・Gritの長期的な影響を調べるのは、 Gritの2成分（根気/一貫性）の特徴を

確認する。
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＜補足：＞
・Gritの一貫性の効果がないのは、文化的背景の可能性がある(Alhadabi et al., 2019; Datu et al., 2016)。

Gritの概念は米国で生まれたもので、これまでの研究では、Grit(一貫性と根気の組み合わせ)は、学業活動にプ
ラスの効果をもたらすとされてきた(Duckworth et al., 2007)。

それゆえ、Gritの一貫性（自分の興味を長期間追求する）などの行動特性は、個人主義的な文化圏（欧米諸国）の人々の学業
上の成功にプラスの効果をもたらすとされる。しかし、集団主義の強い文化圏の人々は、他者や集団と協力しながら自分の
目標や利益を決める傾向がある。そのため、一貫性といった行動特性はあまり好ましくないと考えられている。さらに、関
心の一貫性が高い人は、努力の忍耐力が高い人に比べて、学業活動での効果が低いと想定されている。

本研究の目的

・・・
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• Nishikawa, Kusumi, Shirakawa(in press)

• 高校3年間の全国模試の得点の変化を調査し、

Gritの2因子とどのようにかかわるか？

を検討。



方法
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調査対象者 2016年7月から2018年7月にかけて行われた㈱ベ
ネッセコーポレーションの「進研模試」に受験した全国のトップ公立進
学校7校の高校生1403名を対象に調査を実施した。

日本語版Grit-S尺度 根気尺度と一貫性尺度の下位尺度の計8項目で
あり，回答形式は5件法（西川他, 2015）である。

全国模試試験の得点 全国模試は，高校1年の7月と11月，高校2年
の7月と11月, 高校3年の7月の計5回行われた。各期間の3教科(国語・
数学・英語)の得点に対して，標準化得点を算出した。

なお，全校の標準化得点では，計5回の模試のうち3回以上受験した7
校1432名の得点を対象とした。校内標準化得点では，模試に1クラス
のみで参加した1校を除き6校1403名の得点を対象とした。

分析方法 全国模試とGritとの関連を検討するため相関分析を行い，
生徒の全国模試の得点推移を捉えるため潜在曲線モデルを行った。分析
ソフトは、Mplus7.4であった。
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結果

一貫性

根気



結果

• In the results of the first step, the fit indices for a linear LGCM were 
χ2(10) =36.986, p <.001, CFI =0.994, TLI =0.994, RMSEA =0.044, 90% CI 
[0.029, 0.059], SRMR =0.030. 

• The fit indices for a quadratic LGCM were χ2(6) =6.410, p =.379, CFI 
=1.000, TLI =1.000, RMSEA =0.007, 90% CI [0.000, 0.036], SRMR =0.008.
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一貫性

根気

結果
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結果



考察

• 全国模試の得点推移は、初期の成績から横ばい。

• Gritの2因子の全国模試への影響では、根気因子と一貫性因子で異なる
影響がみられた。

→ただ、先行研究で指摘されて通り、「一貫性からの影響はなし」

結論：

Gritは、2因子を基盤に、その他の活動への影響をみないといけない。
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追加分析：Gritと学業成績との長期的な関連を検討した研究：
高校3年間の全国模試の得点推移の分類とGritとの関係

• 高校3年間の全国模擬試験の

得点を追跡。

全国模試の得点と関わるのは、

「根気」である。

＜発見＞

学力と関連があるGritは、

失敗してもくじけない

ガッツや根性である。

18(西川 ・楠見 ・白川, 2019）
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一貫性因子は、
どんな活動や課題にポジティブに影響をあたえるのか？



Gritが、課題活動に影響を与えるメカニズム
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(Duckworth et al., 2007)。

練習量と成果（結果）
が結びつきやすい場面



• 天職≒人生をかけて、その職を全うできる場所や状況の存在

その職業分野のトップで地位を確立した人

トップアスリート、売れた音楽家、画家、漫画家、棋士などなど

↑では、なにせよ、天職をもった人は、影響をあたえるのでは？
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一貫性因子が影響を与えるようになる環境になるためには？
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